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付録 図版  





































































































































































































はなかった。寶塚少女歌劇の前身である宝塚唱歌隊は 1913（大正 2）年 7月に発
足し、同年 12 月に寶塚少女歌劇養成会と改名されている。寶塚少女歌劇の正式





  「寶塚少女歌劇畫史 
     一  森田ひさし記 






      二 
    管絃合奏がすむとうかれだるまといふのが幕しまひになつてダンダ
ダルサンが踊りだすこんなコーラスがあつてダルマサンが踊り出す 
    何の事はない棚のだるまさんだつたがそれが又子供達の人氣をよん
でいづれは母さんも尻をすゑて見物する樣になつた毎日だるまさん
が舞臺の上ではね廻つた 
      三 






















































































































































































































































































































第二節 作品ジャンルの変遷と公演形態  













   
 










多い方から歌劇 206作品、喜歌劇 62作品、お伽歌劇 54作品、舞踊・ダンス・バ




20日～5月 20日までの春季公演、7月 20日～8月 31日までの夏季公演、10月
20日～11月 30日までの秋季公演という年四公演のスタイルが、組分けが行われ
る 1921（大正 10）年までとられていた。この他にも地方公演や東京公演、個人























































































































上記は組制がとられた 1921(大正 10)年 11月発行の『歌劇』に掲載された小林
一三の投稿文の一節である。小林一三が計画する、組制を土台とした公演システ
ムがここで述べられている。その中には 1924(大正 13)年に増設される雪組につい

















《赤頭巾》   上演時間 1：00～1：35 （35分）  幕間 25分 
《起居舞》        2：00～2：35 （35分）     20分 
《三人片輪》       2：55～3：30 （35分）     20分 
《其夜の定家》      3：50～4：30 （40分）     25分 
《美粧倶樂部》      4：55～5：30 （35分）      － 
 












ることができる。1922年（大正 11）年 9月の月組公演と 11月の花組公演を見て





























































ことで、19 世紀末から 20 世紀にかけて欧米を中心に流行したものである。華麗
な装置と衣装、群舞、スピーディーな場面転換などを特色とする娯楽的な要素の
強いショー形式のものである。このレビューという舞台形式を、寶塚少女歌劇は






る。岸田辰彌は 1919(大正 8)年 7 月 30 日に宝塚音楽歌劇学校の教師として宝塚




1927(昭和 2)年 5月 28日に帰国した。そのわずか 3か月後、9月 1日の花組公演
で、岸田の帰朝第一作として日本初のレビュー《モン・パリ》が上演された47。 
 
























       第一 非常に大金を投じてゐること 
       第二 全部の出しもの（通し狂言ではないのもあります）を
一人の監督者によつて監督されてゐること 



























































































































ながらも、大衆に楽しみを提供することを第一に、1944（昭和 19）年の 3月 4
日まで大劇場公演を続ける。 
















   
   戦後、華やかさを取り戻した宝塚歌劇は、踊りを主体とした作品でその公演















































はオリジナル路線が守られていた70 71。《イーゴリ公》の上演は 1926(大正 15)





ミュージカルの輸入は、1963（昭和 38）年 9 月に東宝が公演した《マイ・フ




















































第三節 観劇環境と作品  




























































   この後に建てられたのが 4000 人の収容が可能な宝塚大劇場である。この劇
場は小林の大劇場主義の象徴ともいえるべきもので、国内では比がないほど大
規模なものであった。東京の主要な劇場を見てみると、1911（明治 44）年開















































































































   
  1935（昭和 10）年の火災を機に宝塚大劇場はその設備を最新のものに一新す


























































































   この頃の寶塚少女歌劇の観客を描いた挿絵を見てみると、女性ではなく男性
がその典型として描かれていることがわかる【図 13】。津金澤聰廣の調査によ






















































    「一、當歌劇團上演に適する一幕又は二幕もの 
           （三十分以上一時間以内）   







    一、Ｂ高峰妙子を中心とするもの 











































































































































































































































もう一つの楽譜出版の流れが、同じく 1916（大正 5）年の 3 月から 1939（昭

























































































































































































































































   
音楽状況 











































































































































































































































































Harry Carlton作曲〈ONE AND ONE ARE TWO〉）は、数を足し算していく部
分の歌詞はほぼ直訳であるものの、それ以外の歌詞はまったく創作的な内容で
付けられている。また 1930（昭和 5）年 8 月公演のレビュー《パリゼット》中



























































































































  〈愛あればこそ〉 作詞：植田紳爾  作曲：寺田瀧雄 
              前奏  2 
              8T  （4＋4）  ａ１＋ａ１’   g： 
      A  20T    8T  （4＋4）  ａ２＋ａ２     G： B： 
              4T  （4）    ａ3       G： 
              8T  （4＋4）  ｂ１＋ｂ２ 
              10T  （4＋6）  ｂ１’＋ｂ３   g： 
              後奏  2 
 
構成は ABからなる複合 2部形式の有節歌曲で、基本的には４＋４の 8小節構
造、全 42 小節である。調性は、g moll が主調であり、自然短音階で作られてい
る。11 小節目から同主調の G durへ 15小節目から 20 小節目まで主調の平行調




部分である 23 小節目から 34 小節目を見てみると、メロディーの裏に Em→C→















曲中で最も大きい d2から g1への 5度下降が、6～7小節の「あい」にも頭の音を
一音上げた e2から a1への 5度下降がつけられ、続く 10～11小節と 14～15小節
の「あい」には A 部分の最高音である g2の音がつけられ、同音での強調がなさ
れている。アウフタクトをまたぎ、たっぷりと拍をとり、印象的な音の動きによ
って「愛」が強調されている。メロディーは基本的には順次進行が多いが、先ほ























  〈愛の巡礼〉   作詞：植田紳爾  作曲：寺田瀧雄 
         A    8T  （4＋4）  ａ１＋ａ２    f： 
              8T  （4＋4）  ｂ＋ａ３ 
         B    8T  （4＋4）  ｃ１＋ｃ２ 






















行、4小節目は Cから Gへの完全 4度下降、11小節目には Asで同音がつけられ
ている。完全 4度下降と繰り返される半音階進行によって、この曲では不安定な
「愛」の表現がなされているといえる。 







  それでは次に、「ベルばら」以前の作品から 1曲見てみよう。【譜例 11】は 1973
（昭和 48）年 2月 1日～27日に雪組によって公演されたグランド・レビュ 《ー愛
 61 
 





  〈愛を求めて〉  作詞：高木史朗 作曲：中元清純   As： 
         Ａ   8T  （4＋4）  ａ１＋ａ２ 
         Ｂ   7T  （4＋3）  ｂ１＋ｂ２ 
      ①  Ａ   8T  （4＋4）  ａ１＋ａ２ 
         Ｃ   8T  （4＋4）  ｃ１＋ｃ２ 
         Ｄ   8T  （4＋4）  ｄ１＋ｄ２   Coda 
 
         Ａ   8T  （4＋4）   ａ１＋ａ２ 
         Ｂ   7T  （4＋3）   ｂ１＋ｂ２ 
      ②  Ａ   8T  （4＋4）   ａ１＋ａ２ 
         Ｃ  ∥：8T （4＋4）：∥  ｃ１＋ｃ２ 
         Ｄ   8T  （4＋4）   ｄ１＋ｄ２   Coda 
         Ｅ   6T  （3＋3）   ｅ 
 
構造は複合 2 部形式に coda がついた有節歌曲である。B 部と E 部がそれぞれ
4＋3 の 7 小節と 3＋3 の 6 小節になっているが、基本的には 4＋4 の 8 小節構造
である。構成を見てみると、A の部分が何度も戻ってきて、ABACD の形ではあ
るが、ロンド形式風の構成になっている。調性は、As durで、転調はされていな






















  それではここから「ベルばら」後の作品から 2曲見てみよう。まず 1曲目は草
野旦のショー《オペラ・トロピカル》全 20 場の主題歌〈ある愛の伝説〉である
【譜例 12】。この作品は、菊田一夫作の《霧深きエルベのほとり》全 17場と共に




  ＜ある愛の伝説＞   作詞：草野旦  作曲：寺田瀧雄 
              前奏   4          g： 
        Ａ     8T  （4＋4）  ａ＋ｂ１ 
8T  （4＋4）  ａ＋ｂ２ 
  Ｂ     8T  （4＋4）  ｃ１＋ｃ２ 
              8T  （4＋4）  ｄ＋ｅ   B： g： 
        Coda     8T  （4＋4）  ｆ１＋ｆ２ 
              後奏   1 
 
構成は前奏が 4小節、後奏が 1小節で、複合 2部形式に Codaがついたかたち
の ABからなる有節歌曲である。これまでの曲と同様、４＋４の 8小節構造であ

















の言葉が割り振られている。この 8 小節間に実に 16 回「愛」言葉が繰り返され
ている。「愛」の言葉についているメロディーに注目してみると、19 小節目には
同音で Esが、20小節目では Aから Dの完全 4度の跳躍が、29小節目には Dか
ら Cis、31小節目には Esから Dの半音階進行が、33小節目には Gから A への
順次進行がそれぞれ見られる。37～44小節目の「愛」には先ほども述べたように
一音につきひとつの「愛」の言葉が入れられている。音の動きを見てみると、そ




ンツは b の素材、Coda のｆの素材にも見られる。歌詞は自由詩であり、やはり
「愛」の連続が特徴である。 
  もう 1 曲例として取り上げたい。植田紳爾が作演出を手がけた宝塚オムニバ
ス・ロマン《愛のカレードスコープ》全 16場の主題歌〈愛のカレードスコープ〉











  ＜愛のカレードスコープ＞ 作詞：公文健  作曲：寺田瀧雄 
           前奏   4             f： 
12T  （4＋4＋4） ａ＋ｂ＋ｃ   F： f： 
間奏   4               
         ∥：8T   （4＋4）  ｄ＋ｅ 
           8T   （4＋4）  ｆ＋ｇ     d： 
           8T   （4＋4）  ｈ＋ⅰ  ：∥ F： f： 
          後奏   5              
 









になっている。拍子は 4／4拍子、調性は f mollが主調である。ａのメロディー
が始まる 5 小節目から同主調の F dur に転調し、16 小節目（ｃ部分の最後の 1
小節）から再び f mollに戻る。続いて 29小節目のｆ部分から平行調の同主調で





ｅ部には和声的短音階が付けられている。歌詞は自由詩であるが、ほぼ 5 句と 7
句の組み合わせで構成されておりシラビックにメロディーが付けられている。こ
の曲にも「愛」の言葉が繰り返し使われており、付けられているメロディーを順
に見ていくと、7小節目には Dから Bへの 3度下降、13小節目は Gの同音、14
小節目は C の同音、20 小節目には F の同音、23 小節目は E から Des への順次
下降、32小節目は Bから Aへの半音階進行、41小節目には Esから Dへの半音
階進行が見られる。やはりこれまでの曲にも見られた、同音進行と半音進行が多























後、またもとの調に戻る形が多く使われており、moll で始まるものは moll で、
durで始まるものは durで曲が閉じられている。その場合、調性的には 3部に分
かれるものが多くあり、間に平行調もしくは同主調が挟みこまれている。これは
【譜例 9】【譜例 10】【譜例 13】にも見られた特徴である。またひとつの特徴と
して、【譜例 9】【譜例 10】【譜例 12】に見られたような、転調とまでは言えない
が、非常に短い小節単位で短調と長調の揺らしが他の曲にも頻繁に行われている。
メロディーだけに注目すると大きな揺れは見られないが、伴奏でメジャーコード




 先程の 5曲の分析から、構成は４＋４の 8小節構造で、複合の 2部形式が多い
傾向にあることがわかった。3部形式の曲もみられるが、これは 94曲全体にも言
えることである。また拍子は、取り上げた 5曲はすべて 4／4拍子であった。【表
















































































































































































































































































































































































































































































































  最も多作なのは 74 作品を生み出した久松一声である。その作品ジャンルの内





















24 作品中 10 作品が舞踊・舞踊劇・ダンスという踊りに特化した作品である（残
りの内訳は歌劇 9 作品、お伽歌劇 5 作品）。1921（大正 10）年から 1923（大正
12）年まで大阪松竹楽劇部に引き抜かれ一時退団するが、それでも大正期の踊り
を主とした作品は楳茂都に依るところところが大きい。宝塚にレビューを取り入

















































手がけたもので、1915（大正 4）年 10月 20日にパラダイス劇場で初演され、1945





































   富貴子「春景色と云へは澄子さん、ご自慢の色よい聲で「春の色」を聞か
せて下さいまし」 
   月子 「澄子さんお唄ひなさいよ、」 
   （中略） 
   澄子 「それでは唄ひますから皆さんも一緒に唄つて下さいな」169 
   
といった具合で歌われるものである。特に纏まった独唱を聴かせるところで
このような使われ方が多く見られた。作品中で使用される歌曲は、少ないも













































































































































































































この作品は第１部 22 場に休憩を挟んで、第 2 部 9 場、フィナーレ 5 場の全
2部 36場で構成されている。この場面数は他の二幕ものの作品にも当てはまる


























































































































  タカラヅカ版の公演は、ウィーンでの初演から 4年後の 1996年にされた。《エ
リザベート》という作品にとって宝塚歌劇の公演は、初めての外部組織による海





























  エリザベート（シシィ）：オーストリア・ハンガリー帝国皇后。 
  トート（死）：黄泉の帝王。 
  フランツ・ヨーゼフ：オーストリア・ハンガリー帝国皇帝、エリザベートの夫。 
  ルイジ・ルキーニ：エリザベート殺害犯。語り部。 
  ルドルフ：オーストリア皇太子。エリザベートの長男。 
  ゾフィー：皇太后、フランツ・ヨーゼフの母。 






































触れたい。タカラヅカ版ではハンガリー独立運動に関係する場面が 1 幕 13 場ハ
ンガリー訪問、2 幕 9 場独立運動に足されている。また 1 幕 14 場ウィーンのカ




































このことを顕著に表すのが曲の追加である。まず第 1 幕 15 場シシィの居室終
わりに〈闇が広がる〉が追加されている。エリザベートに拒否されたトートの悲

















が歌われるのは作中で 5 箇所、①第 1 幕 4 場冥界～シシィの部屋、②第 1 幕 11
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6. 『寶塚樂譜第八号 雛まつり』 裏表紙抜粋 1919年 個人蔵 
7. 「宝塚新温泉入場者数 大正 3～7年」 『歌劇』5号 1919年 関西学院大学蔵 
8. 「ボックスの豫約塲」 挿絵 『歌劇』12号 1921年 関西学院大学蔵 
9. 「宝塚新温泉入場者数 大正 9～10年」 『歌劇』15号 1921年 関西学院大学蔵 
10. 挿絵 『歌劇』12号 1921年 関西学院大学蔵 
11. 「寶塚大劇場 入口」 絵葉書 個人蔵 
12. 「寶塚大劇場客席」 絵葉書 個人蔵 
13. 「身振自慢の歌劇通」 挿絵 『歌劇』12号 1921年 関西学院大学蔵 
14. 「敵本主義の見物」 挿絵 『歌劇』13号 1921年 関西学院大学蔵 
15. 「高聲低聲」 挿絵 『歌劇』18号 1935年 関西学院大学蔵 
16. 『寶塚少女歌劇樂譜集』 第 44号表紙 1938年 個人蔵 
17. 『寶塚少女歌劇樂譜集』 第 44号目次 1938年 個人蔵 
18. 『寶塚樂譜第一号 唖女房』 表紙 1918年 池田文庫蔵 
19. 『平和の女神』 楽譜表紙 1916年 個人蔵 
20. 『咲いた咲いた』 楽譜表紙 1916年 個人蔵 
21. 『モン・パリ』 楽譜表紙 1927年 個人蔵 
22. 『ハレムの宮殿』 楽譜裏表紙 1928年 個人蔵 
23. 森田ひさし 『寶塚樂譜』表紙絵サイン抜粋 
24. 平井房人 『（続寶塚樂譜）』楽譜表紙絵サイン抜粋 
25. 『紐育行進曲』楽譜抜粋 1929年 個人蔵 
26. 『ミス・シャンハイ』楽譜抜粋 1931年 個人蔵 
27. 『パリゼット 小夜福子』 絵葉書 1930年頃 個人蔵 
28. 「大正 7年夏季公演チラシ」 抜粋 1918年頃 個人蔵 
29. 「セリフを覚へる為めの見物」挿絵 『歌劇』12号 1921年 関西学院大学蔵 
30. 「寶塚樂譜 広告」『歌劇』12号 1927年 関西学院大学蔵 
31. 「ベニスの夕べ」楽譜付絵葉書 1916年頃 個人蔵 
32. 「シンフォニーコンサートパンフレット」 表紙 1934／1935年 個人蔵 
33. 『妹尾楽譜 吾が巴里よ』表紙 1928年 個人蔵 
34. 「中将姫」 絵葉書 1916年頃 個人蔵 
35. 「月の都」 絵葉書 個人蔵 
  
  





   












図 5 挿絵 「森田ひさし記 寶塚少女歌劇畫史」 



















図 9 宝塚新温泉入場者数 
（大正 9～10年） 
図 10 挿絵 二階席の様子 
図 7 宝塚新温泉入場者数 
（大正 3～7年） 
   




















図 13 挿絵「身振自慢の歌劇通」 
図 14 挿絵「敵本主義の見物」 






































図 17 『寶塚少女歌劇樂譜集』目次 図 18 『寶塚樂譜』《唖女房》表紙 
図 19 《平和の女神》表紙 図 20 《咲いた咲いた》表紙 


















図 23 森田ひさし サイン 






























図 27 絵葉書《パリゼット》小夜福子 
図 28 公演チラシ 
図 29 挿絵「セリフを覚へる為めの見物 
図 30 広告『寶塚樂譜』 

















図 33 妹尾楽譜《わが巴里》 
 
 
     




2. 公演作品ジャンル（昭和 2年） 
3. ジャンル別公演作品数（昭和 2年～昭和 9年） 





























1 大正3 4月1日-月30日 ドンブラコ 1 134 大正11年 1月1日-25日(月組) まぐれ當り 1 254 大正14年 1月1日-31日（花・月・雪） 蓬莱 1
2 浮かれ達磨 1 135 サンタクロース 1 255 巡禮唄 1
3 胡蝶 1 136 吉備津の鳴釜 1 256 ユーディット 1
4 8月1日-31日 浦島太郎 1 137 初夢 1 257 觀心寺物語 1
5 故郷の空 1 138 日の御子 1 258 双子の悦び 1
6 10月1日-11月30日 紅葉狩 1 139 2月1日-25日(花組) 魔法の人形 1 259 2月1日-28日(花組) マルファの昇天 1
7 音楽カフェー 1 140 萬壽の姫 1 260 貴妃酔酒 1
8 歐州戦争 1 141 メッシナの花嫁 1 261 阿含焔 1
9 大正4 1月1日-7日 兎の春 1 142 榎の僧正 1 262 春から秋へ 1
10 3月21日-5月23日 平和の女神 1 143 3月15日-4月30日(月組） 春の流れ 1 童話歌劇 263 現代教育 1
11 雛祭 1 144 春日舞姫 1 264 鐘曳 1
12 7月21日-8月31日 舌切雀 1 145 鼻の詩人 1 265 3月1日-31日(雪組） 筆合戦 1
13 蝉時雨 1 146 成吉思汗 1 266 ジャガタラ文 1
14 御田植 1 147 酒茶問答 1 267 鍍金揃ひ 1
15 10月20日-11月30日 三人猟師 1 148 5月1日-31日(花組） 出世怪童 1 268 秀次最期の日 1
16 メリーゴーラウンド 1 149 僧房を焼いて 1 269 永遠の青春 1
17 日本武尊 1 150 シャクンタラ姫 1 270 4月1日-30日(月組) 妖怪倶樂部 1
18 大正5 1月1日-10日 内裏獅子 1 151 噂 1 271 エレクトラ 1
19 3月19日-5月21日 霞の衣 1 152 鬼酒 1 272 采女禮讃 1
20 竹取物語 1 153 7月15日-8月20日（月組） 金の羽 1 273 姉と妹 1
21 櫻大名 1 154 瓜盗人 1 274 ねゝ姫様 1
22 7月20日-8月31日 ヴェニスの夕 1 155 久米の仙人 1 275 5月1日-31日(雪組） 田原藤太 1
23 松風村雨 1 156 山の悲劇 1 276 五人道成寺 1
24 夕陽ケ丘 1 157 酒の始 1 277 ユーディット 1
25 ミニュエット 1 158 8月1日-9月10日(花組) 盲目と象 1 278 空也鉦流罪 1
26 バーレー 1 159 白虎隊 1 279 楽しき人々 1
27 10月20日-11月30日 おもちゃ箱 1 160 邪宗門 1 280 6月1日-30日（花組） ジャックと豆の木 1
28 お伽の森 1 161 牧神の戯れ 1 281 出陣 1
29 ダマスクスの三人娘 1 162 亀山のゝ兵衛 1 282 陰雨 1
30 中将姫 1 163 9月20日-10月31日(月組） 笛吹き爺 1 283 かいまみ少将 1
31 大正6 1月1日-10日 笑の国 1 164 平重衡 1 284 シネマスター 1
32 歌かるた 1 165 ラッサの女王 1 285 7月1日-31日（月組） 島の女軍 1
33 3月20日-5月20日 花爭 1 166 丹波與作 1 286 看板供養 1
34 アンドロクレスと獅子 1 167 人格者 1 287 毒の花園 1
35 為朝 1 168 11月1日-30日（花組） お留守番 1 288 鏡の宮 1
36 藤あやめ 1 169 竈姫 1 289 野心家 1
37 案山子 1 170 奇蹟 1 290 8月1日-31日（雪組） ボーイスカウト 1
38 7月20日-8月31日 桃色鸚鵡 1 171 燈籠大臣 1 291 裸業平 1
39 大江山 1 172 ジュリヤの結婚 1 292 カルメン 1
40 女曽我 1 173 大正12年 1月1日-20日(花組） 親指姫 1 293 小さき謀叛 1
41 リザール博士 1 174 清水詣 1 294 ラヂオ崇る 1
42 夜の巷 1 175 開闢以来 1 295 9月1日-30日（花組） 養老の滝 1
43 10月20日-11月30日 コサックの出陣 1 176 呉服穴織 1 296 俊寛の娘 1
44 下界 1 177 室咲 1 297 サンドミンゴの哀話 1
45 ゴザムの市民 1 178 3月20日-4月10日(月組） 吉例三番曳 1 298 白張の局 1
46 屋島物語 1 179 花王丸 1 299 結婚媒介業 1
47 大正7年 1月1日-20日 石童丸 1 180 護花鈴 1 300 10月1日-31日(月組） 猫の舞踏會 1
48 厩戸王子 1 181 琵琶記 1 301 車供養 1
49 鼠の引越 1 182 夜の潮 1 302 かぐや姫 1
50 3月20日-5月20日 一寸法師 1 183 あこがれ 1 303 笑ひの似顔繪 1 歌舞劇
51 新世帯 1 184 4月11日-5月10日(花組) すくなびこな 1 児童用神話劇 304 齒が痛い 1
52 神楽狐 1 185 貞任の妻 1 305 11月1日-30日（雪組） 望みの女王 1
53 静御前 1 186 アミナの死 1 306 小田巻草紙 1
54 羅浮仙 1 187 龍井寺由来 1 307 トラビアタ 1
55 7月20日-8月31日 猿蟹合戦 1 188 蘇生 1 308 桃源の朝比奈 1
56 造物主 1 189 5月11日-6月10日(月組） 兄さん閉口 1 309 神婚式 1
57 七夕踊 1 190 死の勝利 1 310 12月1日-28日（花組） 司馬温公 1
58 クレオパトラ 1 191 東天紅 1 311 二つの扉 1
59 江の島物語 1 192 采女禮讃 1 312 妙音天女 1
60 10月20日-11月30日 馬の王様 1 193 權利 1 313 二人袴 1
61 青葉の笛 1 194 7月10日-8月19日（花組） 因幡兎 1 児童用神話劇 314 守銭奴 1
62 鼎法師 1 195 笛争ひ 1 315 大正15年 1月1日-31日(月組） 花物語 1
63 出征軍 1 196 ドーバンの首 1 316 夢買長者 1
64 お蠶祭 1 197 川霧 1 317 均一タクシー 1
65 大正8年 1月1日-20日 花咲爺 1 198 検察官 1 318 寅童子 1
66 鞍馬天狗 1 199 8月20日-9月20日(月組) 湖水の妖女 1 319 陽春 1
67 唖女房 1 200 淀殿 1 320 2月1日-28日(雪組) マッチガール 1
68 鸒替 1 201 浮世 1 風刺歌劇 321 武蔵野内裏 1
69 3月20日-5月20日 こだま 1 202 桶祝言 1 322 幻 1
70 千手の前 1 203 ガリガリ博士 1 323 神楽狐 1
71 家庭教師 1 204 9月25日-10月24日(花組) 踊り王女 1 324 動く彫刻 1
72 桶の中の哲学者 1 205 楊貴妃 1 325 3月1日-31日(花組） 幻 1
73 文殊と獅子 1 206 マルチンの望 1 326 牛曳婿 1
74 7月20日-8月31日 蟹満寺縁起 1 207 松浦鏡 1 327 オフィリヤの死 1
75 膝栗毛 1 208 コスモポリタン 1 328 へのへのも平 1
76 源氏物語 1 209 10月25日-11月30日(月組） バラの精 1 329 煙草から 1
77 世界漫遊 1 210 琵琶島碑文 1 330 4月1日-30日(月組) 飴 1
78 風流延年舞 1 211 何も彼も 1 331 傀儡船 1
79 10月20日-11月30日 瘤取物語 1 212 天狗草紙 1 332 伯父の財産 1
80 燈籠島 1 213 角移し 1 333 平等院大臣 1
81 ジャンヌ・ダルク 1 214 大正13年 1月1日-31日(花組) 笛が鳴る 1 334 春のおどり 1
82 涅槃猫 1 215 古柳の嘆き 1 335 5月1日-31日(花組） 赤頭巾 1
83 女毉者 1 216 マルタ 1 336 起居舞 1
84 大正9年 1月1日-20日 文福茶釜 1 217 羅生門 1 337 三人片輪 1
85 餘吾天人 1 218 リーラ號の難破 1 338 其の夜の定家 1
86 魔法の種 1 219 3月1日-31日(月組） 燈臺守の娘 1 339 美粧倶樂部 1
87 西遊記 1 220 褒姒 1 340 6月1日-30日（雪組） 二人の姫君 1
88 3月20日-5月20日 罰 1 221 政岡の局 1 341 鷺塚巷談 1
89 金平メガネ 1 222 火とり蟲 1 342 街の近代人 1
90 思ひ出 1 223 月下氷人 1 343 玉取物語 1
91 毒の花園 1 224 4月1日-30日(月組) 七色鳥 1 344 ハラキリの稽古 1
92 酒の行兼 1 225 山の悲劇 1 345 7月1日-31日（月組） 孫悟空 1 支那劇
93 7月20日-8月31日 亂菊草紙 1 226 大原車 1 346 十三鐘 1
94 コロンブスの遠征 1 227 能因法師 1 347 避暑地にて 1
95 八犬傳 1 228 5月1日-21日(花組） 昔噺帝釋天 1 348 白縫扇陣 1
96 夢若丸 1 229 王者の剣 1 349 我等の世界 1
97 正直者 1 230 諧謔 1 350 8月1日-31日（雪組） 青い鳥 1
98 10月20日-11月30日 灰酒 1 231 中山寺縁起 1 351 顔よし男 1
99 お夏笠物狂 1 232 学生通辯 1 352 紅梅染 1
100 五人娘 1 233 7月1日-30日（雪組） 音楽の力 1 353 桃源の朝比奈 1
101 小野小町 1 234 扇供養 1 354 夏三題 1
102 月光曲 1 235 さゞなみ 1 355 9月1日-30日（花組） 殿様落ちた 1
103 大正10年 1月1日-20日 雀のお宿 1 236 屋守の中将 1 356 鞍馬山 1 古典劇
104 岩戸開 1 237 ほんもの 1 357 セビラの理髪師 1
105 アラビアンナイト 1 238 7月19日-9月2日（月・花） カチカチ山 1 358 雨月物語 1
106 新道成寺 1 239 女郎蜘蛛 1 359 眞夏の夜の夢 1
107 3月20日-5月20日(第1部) 春から秋へ 1 240 アミノオの功績 1 360 10月1日-31日(月組） ドン・キホーテ 1
108 王女ニーナ 1 241 身替音頭 1 361 猩々捕 1
109 二葉の楠 1 新歌舞劇 242 小さき夢 1 362 夢見懺悔品 1
110 守銭奴 1 243 10月1日-21日（月組） 正ちゃんの冒険 1 363 喧嘩は止めろ 1
111 筑摩神事 1 244 葛の葉 1 364 平家村 1
112 3月20日-5月20日(第2部) 仙女の森 1 245 フルスピード 1 365 11月1日-30日（雪組） クラスメート 1
113 佐保姫と手品師 1 246 お夏笠物狂 1 366 むね割觀音 1
114 ヘンゼルとグレーテル 1 247 ジプシーライフ 1 367 かんな屑 1
115 7月20日-8月31日(第1部) 気臘神話パンドーラ 1 248 11月1日-30日（花組） 佐保姫 1 368 熊襲兄弟 1
116 隅田川 1 振事劇 249 鼎法師 1 369 イゴール公 1
117 成金 1 250 眼 1 370 12月1日-19日（花組） 石の裁判 1
118 田楽男 1 251 瓢明神繪巻 1 371 死の舞踏 1
119 ネヴヰーライフ 1 252 エミリーの嘆き 1 372 これは不思議 1 高速度喜歌劇
120 7月20日-8月31日(第2部） 牛若と辨慶 1 253 11月中の毎日曜日 福は内 1 373 小萩塚物語 1
121 結婚嫌ひ 1 374 どちらが夢だ 1
122 番太鼓 1
123 犬の停車場 1











通し番号 公演年 日程 作品名 お伽歌劇 歌劇 喜歌劇 レビュー ダンスバレエ
舞踊・舞
踊劇 その他 備考
375 昭和2年 1月1日-31日（雪組） 吉野山の兎 1
376 唖女房 1
377 住吉詣 1
378 これは不思議 1 高速度喜歌劇
379 孔雀物語 1



































415 9月1日-30日（花組） 慾張り婆さん 1
416 酒の行兼 1
417 モン・パリ 1










































昭和2年 12 21 13 3 6 2 0 0 57
昭和3年 5 14 8 9 3 4 2 1 46
昭和4年 4 17 7 8 7 5 3 1 52
昭和5年 3 18 10 8 6 3 1 2 51
昭和6年 0 16 9 10 6 5 0 1 1 48
昭和7年 0 16 7 10 2 5 0 0 4 3 2 49
昭和8年 0 15 6 11 2 5 0 0 0 2 2 43
昭和9年 0 8 3 15 2 7 0 0 0 3 0 38








432 昭和3年 1月1日-31日（雪組） 夜討 1
433 生贄 1
434 イタリヤーナ 1
435 2月1日-29日（花組） 嫁違ひ 1
436 北野縁起 1 不明
437 熊坂長範物見松 1
438 イタリヤーナ 1































467 10月1日-31日（雪組） 樂しき今宵 1
468 お菊物語 1
469 北極探檢 1
470 11月1日-30日（花組） 連獅子 1
471 ユーディット 1
472 北極探檢 1







初演 作品名 作曲 編曲 演出 脚色・潤色 振付
1967.7 オクラホマ！ Richard Rodgers ジェムシー・デ・ラップ
アグネス・デ・ミル、ジェム
ジー・デ・ラップ





1969.5 回転木馬 Richard Rodgers 入江薫、吉崎憲治 エドワード・ロール エドワード・ロール

































Sylvester Levay 甲斐正人、鞍富真一 小池修一郎 小池修一郎
羽山紀代美、尚すみれ、
前田清美





Frank Loessor 小高根凡平、鞍富真一 酒井澄夫 酒井澄夫 Wayne Cilento














号数 表紙タイトル ジャンル 作品名 発行 初演 掲載曲名 作者 作曲 価格 頁 備考
1 * 平和の女神 歌劇 平和の女神 大正5年3月25日 大正4年3月21日 平和の女神の一節 寶塚少女歌劇團（薄田泣菫） 安藤弘 20銭 2
2 * 咲いた咲いた 歌劇 櫻大名 大正5年3月28日 大正5年3月19日 咲いた咲いたの一節 寶塚少女歌劇團（久松一聲） 安藤弘 25銭 4 作品名の表記なし






原田潤 30銭 5 大正8年4月20日再版の増補再
版、宝塚楽譜第1輯の表記
4 2 羅浮仙 歌劇 羅浮仙 大正8年3月15日 大正7年3月20日 羅浮仙 楳茂都陸平 原田潤 30銭 6
5 3 七夕踊 歌劇 七夕踊 大正8年3月25日 大正7年7月20日 七夕踊 楳茂都陸平 原田潤 30銭 6
6 4 御蠶祭 歌劇 御蠶祭 大正8年4月5日 大正7年10月20日 御蠶祭 久松一聲 原田潤 30銭 6
7 5 クレオパトラ 歌劇 クレオパトラ 大正8年5月15日 大正7年7月20日 クレオパトラ、バツカス踊
の歌（坪内博士譯）
寶塚少女歌劇團(小林一三) 高木和夫 30銭 6
8 6 神楽狐 歌劇 神楽狐 大正8年5月20日 大正7年3月20日 神楽狐 久松一聲 原田潤 30銭 6
9 7 江の嶋物語 歌劇 江の嶋物語 大正8年6月28日 大正7年7月20日 江島物語 寶塚少女歌劇團（小林一三） 原田潤 30銭 6
10 8 雛まつり 歌劇 雛まつり 大正8年7月10日 大正4年3月21日 雛祭(雛祭の歌）、色づく
し、靜御前
寶塚少女歌劇團(小林一三) 高木和夫 30銭 6 大正13年2月10日再版
11 9 家庭教師 喜歌劇 家庭教師 大正8年8月15日 大正8年3月20日 牛乳屋の唄、大根の唄、
家庭教師の唄
久松一聲 金健二 30銭 6
12 10 花爭 歌劇 花爭 大正8年9月10日 大正6年3月20日 花爭 小野晴通 高木和夫 30銭 6
13 11 文殊と獅子 歌劇 文殊と獅子 大正8年10月25日 大正8年3月20日 文殊と獅子 楳茂都陸平 原田潤 30銭 6
14 12 新世帯 喜歌劇 新世帯 大正8年11月25日 大正7年3月20日 新世帯 赤塚濱荻 小部卯八 30銭 6
15 13 世界漫遊 喜歌劇 世界漫遊 大正8年12月20日 大正8年7月20日 世界漫遊 ヤコブ・ユリウス・ダビット作、
和田方改作
金光子 30銭 6
16 14 こだま お伽歌劇 こだま 大正9年2月20日 大正8年3月20日 こだま 田中丘人 高木和夫 30銭 6
17 15 鼎法師 歌劇 鼎法師 大正9年4月25日 大正7年10月20日 鼎法師 楳茂都陸平 原田潤 30銭 6
18 16 三人猟師 歌劇 三人猟師 大正9年7月15日 大正4年10月20日 三人猟師 久松一聲 安藤弘 30銭 6
19 17 花咲爺 お伽歌劇 花咲爺 大正9年9月20日 大正8年1月1日 花咲爺 赤塚濱荻 小部卯八 30銭 6
20 18 蟹滿寺縁起 歌劇 蟹滿寺縁起 大正9年11月25日 大正8年7月20日 村童の唄、蛙の唄、蛇の
唄、翁靑年嫗の唄
岡本綺堂作、坪内士行改作 金健二 30銭 6
21 19 膝栗毛 喜歌劇 膝栗毛 大正10年3月5日 大正8年7月20日 膝栗毛 赤塚濱荻 原田潤 30銭 6
22 20 榎の僧正 歌劇 榎の僧正 大正11年3月28日 大正11年2月1日 榎の僧正 久松一聲 竹内平吉 30銭 6
23 21 浮世 諷刺歌劇 浮世 大正12年12月8日 大正12年8月20日 浮世 坪内士行 安藤弘 30銭 6
24 22 貞任の妻 歌劇 貞任の妻 大正13年1月20日 大正12年4月11日 春の別れ、舞台裏獨唱 堀正旗 三善和氣 30銭 6
25 23 桶祝言 歌劇 桶祝言 大正13年1月15日 大正12年8月20日 樽造獨唱、倉守獨唱、衛
門獨唱、
久松一聲 金光子 30銭 6
26 24 人格者 喜歌劇 人格者 大正13年1月1日 大正11年9月20日 人格者 堀正旗 古谷幸一 30銭 6
27 25 あこがれ ― あこがれ ― 大正12年3月20日 ― 岸田辰彌 高木和夫 ― ― 販売されていない
28 26 川霧 歌劇 川霧 大正13年4月15日 大正12年7月10日 春花の獨唱 坪内士行 三善和氣 30銭 4
29 27 學生通辯 喜歌劇 學生通辯 大正13年10月1日 大正13年5月1日 學生通辯 大關柊郎改作 須藤五郎 30銭 8
30 28 中山寺縁起 歌劇 中山寺縁起 大正13年12月25日 大正13年5月1日 中山寺縁起 久松一聲 古谷幸一 30銭 6
31 29 アミナの死 歌劇 アミナの死 大正14年4月1日 大正12年4月11日 アミナの死 岸田辰彌 古谷幸一 30銭 8
32 30 羅生門 歌劇 羅生門 大正14年10月10日 大正13年1月1日 羅生門 久松一聲 金健二 30銭 6
33 31 じゃがたら文（ジャガタラ文） 歌劇 じゃがたら文（ジャ
ガタラ文）
昭和2年4月1日 大正14年3月1日 『ジャガタラ』文大漁踊り 小野晴通 高木和夫 20銭 4
34 32 厳島物語 歌劇 厳島物語 昭和2年7月10日 昭和2年2月1日 蜑女踊りの曲 小野晴通 高木和夫 20銭 落丁
35 続 吾が巴里よ レヴュウ モン・パリ 昭和2年8月28日 昭和2年9月1日 吾が巴里よ 岸田辰彌 高木和夫（編） 10銭 2 昭和3年6月30日発行の十三版
36 続 ITALIANA『伊太利娘』イタリヤーナ レヴュウ イタリヤーナ 昭和2年12月25日 昭和3年1月1日 Itariana. 岸田辰彌 竹内平吉（編） 10銭 2
37 続 ハレムの宮殿／海水浴の唄 ミュヂカルプレイ ハレムの宮殿 昭和3年7月25日 昭和3年9月1日 海水浴の唄 岸田辰彌 高木和夫 10銭 2
38 続 紐育行進曲 レヴュウ 紐育行進曲 昭和4年1月1日 昭和4年1月1日 紐育行進曲 岸田辰彌 古谷幸一（編） 10銭 2 これより数字譜記載。昭和４年１
月５日再版
ミュヂカルプレー トーキー時代 昭和4年6月1日 トーキーの歌 宇津秀男 古谷幸一(編)




ミュヂカルプレイ 今昔兜軍記 今昔兜軍記流行歌 久松一聲 古谷幸一
41 続 シンデレラ レヴュウ シンデレラ 昭和4年9月1日 昭和4年8月1日 シンデレラの唄 岸田辰彌 高木和夫 10銭 2 前号と同じ作品中の別曲
42 続 パリゼット レヴュウ パリゼット 昭和5年7月5日 昭和5年8月1日 パリゼット 白井鐡造 ウォルター、高木和夫(編） 10銭 2 昭和5年8月30日再版
43 続 セニョリータ レヴュウ セニョリータ 昭和5年12月10日 昭和6年1月1日 おゝセニョリータ/思出のス
ペイン
白井鐡造 高木和夫(編) 10銭 2 昭和6年1月10日再版
44 続 ミス・シャンハイ レヴュウ ミス・上海 昭和6年3月25日 昭和6年4月1日 ミス・シャンハイ(主題歌）/
ニャンニャンメイメイチョ
岸田辰彌 關眞次(編）、高木和夫(編） 10銭 2
45 続 ローズ・パリ レヴュウ ローズ・パリ 昭和6年7月5日 昭和6年8月1日 ローズ・パリ(主題歌) 白井鐡造 竹内平吉 10銭 2
46 続 サルタンバンク レヴュウ サルタンバンク 昭和6年12月12日 昭和7年1月1日 サルタン、バンク/美しき、
ルイズ
白井鐡造 竹内平吉(編) 10銭 2




























52 続 野すみれ オペレット・レビュー 野すみれ 昭和9年10月1日 昭和9年10月1日 野すみれ（主題歌）/夢の
花
白井鐡造 須藤五郎、川崎一郎 10銭 2









白井鐡造 河崎一郎、岡政雄 10銭 2
55 続 ラ・ロマンス グランドレヴユウ ラ・ロマンス 昭和11年8月1日 昭和11年8月1日 吾が愛の花（主題歌）/ボ
ンジュール（主題歌）
白井鐡造 河崎一郎、岡政雄 10銭 2
56 続 マンハッタン・リズム主題歌 グランド・レヴュウ マンハッタン・リズム 昭和12年5月1日 昭和12年5月1日 マンハッタン・リズム（主題
歌）/レインボーの歌
宇津秀男 酒井協 10銭 2
57 続 たからじえんぬ レヴュウ たからじえんぬ 昭和12年11月1日 昭和12年11月1日 花園寶塚/心の故鄕 白井鐡造 （作）須藤五郎、（編）河崎
一郎・岡政雄
10銭 2







59 続 春のをどり主題歌 グランドレヴユウ 吉例　春のをどり 昭和13年4月1日 昭和13年4月1日 軍國北支音頭（主題歌）/
アジアの暁
宝塚文芸部 寶塚作曲部 10銭 2 「支那事変聖戦博覧会記念」
60 続 三つのワルツ グランドロマンス 三つのワルツ 昭和13年8月1日 昭和13年8月1日 春花の時/一口噺 白井鐡造 （作）須藤五郎・（編）岡政
雄
10銭 2







62 続 揚子江 グランドレヴユウ 揚子江 昭和13年10月1日 昭和13年10月1日 水汲の唄/漢口指して 海野啓一 津久井祐喜/森安勝 10銭 2








同時上演の2作品収録39 トーキー時代/附。サーカス　サセ・パリ 昭和4年6月1日 10銭 2




号数 ジャンル 作品名 作曲 曲 音域 拍子 調 小節数 演奏記号/指示
1 * 歌劇 平和の女神 安藤弘 平和の女神の一節 d1-f2 4/4 B： 60 Allegro molto
2 * 歌劇 櫻大名 安藤弘 咲いた咲いたの一節 h-e2 2/4 e： 82 Moderato
盲人獨唱(編曲) f1-g2 6/8 F： 24 ―
シモン獨唱（作曲） c1-f2 4/4 B：Es： 21 ―
ルナール独唱（表示なし） c♯1-a2 3/4 D： 33 ―
アダム独唱 c1-a2 4/4 A：D： 12 ―
「ソレサイタヤレサイタ」 e1-g2 2/4 h： 89 ―
「みんなこいみんなこい」 d1-ｆ2 4/4 d： 37 ―
「ひょうたんかたてに」 b-ｆ2 4/4 f： 24 ―
「おちたカミナリは」 c1-f2 4/4 d： 21 ―
「ひととせを」 h-ｆ2 4/4 a： 39 ―
「ピカピカ」 c1-g2 2/4 c： 110 Vi'vo
「クワヲキザンデ」 e1-e2 2/4 e： 34 ―
「ザンザフレフレ」 e1-e2 2/4 d：h：a：h：fis：h： 121 ―
「フタツノホシハ」 e1-a2 3/4 a：A： 50 Cantabile
「しののめのように」 c♯1-a2 6/8 E：ｆ：A：h：A： 31 im pocomeno
バツカス踊の歌（坪内博士譯） c♯1-a2 4/4 D： 24 Moderato quasi allegro
「きつねをとろうよ」 d1-e2 4/4 d： 41 ―
「ザザラザラザラ」 d1-e2 4/4 d： 64 ―
「イツトセノセイメハ」 e-c2 4/4 c： 22 ―
「オンアビラウンケンソワカ」 d1-g♭2 4/4 ― 68 ―
「ワタシノキンジョニ」 c♯1-h2 4/4 C：（e：） 35 ―
雛祭(雛祭の歌） d1-g2 2/4 G： 52 ―
色づくし e1-g2 6/8 Es： 18 ―
靜御前 a-e2 4/4 d：D：d： 32 ―
牛乳屋の唄 d1-e2 3/4 G： 32 Adagio
大根の唄 f1-g2 2/4 Es： 65 Moderato
家庭教師の唄 d1-a2 4/4 G： 21 lento
三ノ乳母独唱 c1-a♭2 6/8 Es： 41 ―
「オリカラハナノ」 a-f2 4/4 a：A： 47 ―
「トウマウタリヤ」 c♯1-h2 6/8 B：A：E：Ges：Des：c：As： 75 ―
「ユベハクモノサムシロニ」 a-a2 4/4 f：As：f：As：f 47 ―
「ナクナナクナ」 a-g2 4/4 c：a： 74 ―
「だいじょうぶ」 e1-g2 4/4 D：h：D： 55 Moderato
「ないたないた」 d1-g2 4/4 a： 21 Moderato
「おーどうしよう」 h-g2 4/4 h： 14 Andante passioneto
「みよみよあれみよや」 f♯1-g2 4/4 D： 28 Aregretto scherzando
ボルヂイ独唱 g1-g2 4/4 B： 33 Andante
ヂゥボア独唱 d1-ｆ♯2 3/4 D： 17 Grazioso
「こひしきは」 d1-ｆ♯2 4/4 D： 30 ―
「イギリスロンドン」 d1-g2 2/2 G： 37 Con brio
「こまったこまった」 f♯1-g2 2/2 G： 19 ―
「あしたのもりの」 d1-g2 3/4 g： 30 Allegro
「はるのめがみの」 f1-g2 3/4～2/4 b：B： 61 Andante/Allegro
「おどろくこと」 a-a2 3/4 F： 70 Tempo di walte
「オマチヤレヤットン」 c1-g2 2/4 h：c：h 60 ―
「ユサレバ」 ｃ♯1-g2 6/8 cis： 16 ―
「テンコノオト」 c1-a♭2 12/8 Es：c：ｆ：As： 58 ―
「そうともそうとも」 a-ｆ♯2 4/4 D： 40 ―
「ハンソクタイシノ」 a-d2 4/4～2/4 D：fis：A：fis：A： 95 ―
「ケフハモチツキ」 e1-ｆ♯2 4/4 A： 20 Moderato
「ウマイゾ」 h-ｆ♯2 3/4 D： 48 Moderato
ポチの霊の出る音楽 e1-g2 4/4 e：h：e： 39 Allgretto Animato/Adagio
村童の唄 d1-f2 2/4 d： 43 あまり早くなくゆっくり軽く
蛙の唄 e1-f♯2 3/4 A： 31 のんきらしくゆっくり
蛇の唄 f1-g2 4/4 Es： 29 あまりおそくなく
翁靑年嫗の唄 h-ｆ♯2 3/4 d：D： 25 くらくさびしく
「はるがきたかや」 d1-g♯2 2/4 g： 102 ―
「そんならござれと」 c1-g♯2 2/4 h： 50 ―
「このきだはちは」 h-g♯2 2/4 c： 53 ―
「かなやでばなで」 d1-a2 2/4 c： 72 ―
「むこういくのは」 b1-e♭2 2/4 c： 81 ―
「みなみかぜなら」 e1-e2 2/4 E： 36 ―
「食うものもなし」 g1-g2 3/4 F： 40 少シ早ク
「えいゆうだ」 f1-g2 2/4 B： 36 早ク
「しにそこなった」 e1-g2 3/4 e： 28 少シ早ク
「つめたいぞ」 g1-a♭2 2/4 Es： 41 早ク
春の別れ c1-g2 6/8 c： 59 Andantino
舞台裏獨唱 c1-ｆ2 3/4 As： 27 Andante
樽造獨唱 e1-ｆ♯2 4/4 a： 40 ―
倉守獨唱 f♯1-ｆ♯2 2/4 A： 20 ―
衛門獨唱 e1-ｆ♯2 2/4 A： 55 ―
「わたしはゆうはんの」 ｆ1-ｆ2 2/4 B： 70 Alleｇretto
「わかいみそらで」 ｆ1-a2 2/4 F： 71 Allegretto
27 25 ― あこがれ 高木和夫 ― ― ― ― ― ―
28 26 歌劇 川霧 三善和氣 春花の獨唱 c1-a♭2 4/4 f： 52 Andante con tranguillita
「なつかしのきみなればこそ」 c1-a2 6/8 C：As：C： 42 Moderato
「のんきのんき」 ｆ1-g2 2/4 B： 56 Allegretto
「ありがたいぞ」 d1-g2 4/4 G： 12 Allegretto
「オーマイガール」 e1-e2 4/4 e： 23 Andante
「こいをするなら」 d1-g2 2/4 G： 28 Allegro
群童合唱独唱の一部 g-e2 2/4 cis： 77 早くなく普通の速さ
「ナキニカエロカ」 c1-ｆ2 3/4 Es： 21 極めてのろく
「カネノネノ」 h-g2 4/4 e： 51 おそくゆったりと
「ワレヲカアイスルヒトビトヨ」 d1-g2 6/8 Es：G： 70 ―
「ワカキヤコブト」 c1-e♭2 3/4 c： 13 ―
「サテナガナガト」 b1-f2 4/4 Es： 32 Listesso tempo
「ワタシノアタラシイ」 c♯1-f♯2 2/2 D： 35 ―
「オサムコサム」 g1-g2 2/4 C： 44 活発に軽く
「タチマチオレハ」 c♯1-g♯2 4/4 C： 30 のんきに
「カゼガフケバ」 e♭1-a♭2 4/4 As： 45 軽くのんきに
33 31 歌劇 じゃがたら文 高木和夫 『ジャガタラ』文大漁踊り e♭1-e♭2 2/2 B： 55 ―




11 9 喜歌劇 家庭教師 金健二
12 10 歌劇 花爭 高木和夫
13 11
20 18 歌劇 蟹滿寺縁起
歌劇 文殊と獅子 原田潤
14 12
5 3 歌劇 七夕踊 原田潤
3 1 喜歌劇 唖女房 原田潤
4 2 歌劇 羅浮仙 原田潤
小部卯八
歌劇 御蠶祭 原田潤
8 6 歌劇 神楽狐 原田潤
9 7 歌劇 江の嶋物語 原田潤
6 4
高木和夫
7 5 歌劇 クレオパトラ 高木和夫
10 8
17 15 歌劇 鼎法師 原田潤
金光子
16 14 お伽歌劇 こだま 高木和夫
15 13 喜歌劇 世界漫遊
19 17 お伽歌劇 花咲爺 小部卯八
18 16 歌劇 三人猟師 安藤弘
22 20 歌劇 榎の僧正 竹内平吉
21 19 喜歌劇 膝栗毛 原田潤
26 24 喜歌劇 人格者 古谷幸一
23 21 諷刺歌劇 浮世 安藤弘
金光子
24 22 歌劇 貞任の妻 三善和氣
25 23 歌劇 桶祝言
29 27 喜歌劇 學生通辯 須藤五郎
32 30 歌劇 羅生門 金健二
31 29 歌劇 アミナの死 古谷幸一
30 28 歌劇 中山寺縁起 古谷幸一
表9.　『(続寶塚樂譜）』掲載曲分析
出版順
通番号 号数 ジャンル 作品名 作曲 掲載曲名 音域 拍子 調 小節数 演奏記号
35 続 レヴュウ モン・パリ 高木和夫（編） 吾が巴里よ c1‐f２ 2/2 F：a：F 71 One Step
36 続 レヴュウ イタリヤーナ 竹内平吉（編） Itariana. e♭1-f2 2/4 Es：B：g：B：g：Es 74 Allegretto
37 続 ミュヂカルプレイ ハレムの宮殿 高木和夫 海水浴の唄 d1-e2 4/4 G：E：G 48 Moderato
38 続 レヴュウ 紐育行進曲 古谷幸一（編） 紐育行進曲 f1-f2 2/2 Es： 48 ―
ミュヂカルプレー トーキー時代 古谷幸一(編) トーキーの歌 e♭1-f2 2/2 As： 18 ―
バレエ サーカス 須藤五郎（編） サセ・パリ f1-f2 6/8 B： 63 ―
レヴュウ シンデレラ 高木和夫 「シンデレラ」のうち　少女歌劇の唄 c1-d2 2/2 C： 16 One Step
ミュヂカルプレイ 今昔兜軍記 古谷幸一 今昔兜軍記流行歌 d1-g2 2/2 g： 36 ―
41 続 レヴュウ シンデレラ 高木和夫 シンデレラの唄 c1-e2 2/2 c：C： 32 Moderato
42 続 レヴュウ パリゼット ウォルター、高木和夫(編） パリゼット e1-f2 6/8 A： 64 軽快ニ
おゝセニョリータ e♭1-c2 4/4 f：F： 48 Fox trot
思出のスペイン c#1-e2 6/8 d：D：h：A：D： 86 One Step
關眞次(編）、高木和夫(編） ミス・シャンハイ(主題歌） e1-f2 6/8 B： 53 One Step
關眞次(編）、高木和夫(編） ニャンニャンメイメイチョ c1-f2 2/4 F： 38 Allegretto
45 続 レヴュウ ローズ・パリ 竹内平吉 ローズ・パリ(主題歌) d1-f2 6/8 Es：es：g：es：Es 72 ―
サルタン、バンク e1-e2 6/8 F：D： 48 One Step
美しき、ルイズ c1-f2 2/2 f：F： 48 Tempo de slow
（作並ニ編曲）關眞次、川崎一郎、星野申二 陽氣なフーピー(主題歌) c1-g♭2 2/2 As： 38 Fox trot
（作並ニ編曲）關眞次、川崎一郎、星野申二 私のベビー d1-f#2 2/2 G： 48 Fox trot
中川榮三(編） セ・サル・プランタン(主題歌) d1-f2 6/8 C： 35
Tempo di
marcia
上野勝敎(編) 美しのセニョリータ c1-f2 2/4 ｄ：ｆ：C：F： 56 Tempo di paso doble
酒井協(編）〈W.R.Heymann> ブーケ・ダムール（愛の花束） c1-f2 3/4 B： 49 ―
酒井協(編）〈Maurice Yvain> ママ何故に e♭1-f2 6/8 Es：B：Es： 64
Tempo di
march
(作編）須藤五郎・川崎一郎 花詩集(主題歌) e1-f2 6/8 F： 72 One Step
(編)須藤五郎・川崎一郎 マロニエの花 e♭1-e♭2 3/4 As： 64 Tempo di valse
51 続 歌舞伎レビュー 宝塚音頭 酒井協 寶塚音頭 c1-f2 2/4 a： 34 ―






須藤五郎、河崎一郎、岡政雄（編） マリオネット（主題歌） g1-f2 2/2 Es： 56 Fox trot
須藤五郎、河崎一郎、岡政雄（編） クリスチーヌ c1-g2 3/4 F：As：F： 64 Valse Moderato
河崎一郎、岡政雄 靑春の唄（主題歌） c1-f2 6/8 F： 48 tempo di march
河崎一郎、岡政雄 戀薔薇の花か d1-g2 3/4 G： 48 Valse
河崎一郎、岡政雄 吾が愛の花（主題歌） d1-f#2 3/4 D： 56 Valse
河崎一郎、岡政雄 ボンジュール（主題歌） e♭1-g2 6/8 Es：es： 48 March
酒井協 マンハッタン・リズム（主題歌） d1-d2 2/2 Es：G：Es： 56 ―
酒井協 レインボーの歌 c1-f2 2/2 As： 34 ―
（作）須藤五郎、（編）河崎一郎・岡政雄 花園寶塚 c1-e2 6/8 C： 70 One Step
（作）須藤五郎、（編）河崎一郎・岡政雄 心の故鄕 e1-g2 3/4 c：C： 24 Moderato
松田武（作歌）・酒井協（作曲） 若き日本（主題歌） e1-f#2 2/4 A： 34 Allegro
宇津秀男（作歌）・大石始（作曲） 遠き君想ふ d1-d2 2/2 G： 32 ―
軍國北支音頭（主題歌） b1-e♭2 4/4 g： 18 ―
アジアの暁 c1-f2 4/4 Es： 40 ―
春花の時 b1-f2 3/4 D：Es： 56 waltz
一口噺 d1-d2 2/2 F：C：F： 32 One Step
（作詩）宇津秀男・（作曲）大石始 寶塚健康美（主題歌） c1-e♭2 6/8 As： 64
行進曲風に元気よ
く
（作詩）松田武・（作曲）酒井協 谷間のこだま c1-d2 4/4 F： 32
美しく夢見る如
く
津久井祐喜 水汲の唄 c1-f2 2/2 F： 51 Moderato
森安勝 漢口指して c1-e♭2 6/8 c： 20 ―
レッド、ホット、アンド、ブルー d1-f2 2/2 F： 32 ―
靑春の水泡 d1-e2 2/2 F： 34 ―
61 続 グランドショウ ショウ　イズ　オン
62 続 グランドレヴユウ 揚子江
63 続 グランドショウ レッド、ホット、アンド、ブルー 岩河内正幸
59 続 グランドレヴユウ 吉例　春のをどり 寶塚作曲部
60 続 グランドロマンス 三つのワルツ （作）須藤五郎・（編）岡政雄
57 続 レヴュウ たからじえんぬ
58 続 グランドショウ 宝塚フオリーズ
55 続 グランドレヴユウ ラ・ロマンス
56 続 グランド・レヴュウ マンハッタン・リズム
53 続 大レヴュウ マリオネット
54 続 レヴュウ ミュージック、アルバム
50 続 大レヴュウ 花詩集
52 続 オペレット・レビュー 野すみれ
48 続 グランギャラ 春のをどり（七曜譜）
49 続 レヴュウ ブーケダムール
47 続 レヴュウ フーピーガール
44 続 レヴュウ ミス・上海














場 情景 構成 歌い手 備考
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場 情景 構成 歌い手 備考
1 寶塚新温泉前 唄１　〈吾が巴里よ〉 串田 幕前
プロローグ 科白
唄１　〈吾が巴里よ〉 生徒役合唱 サビ部分のみ
2 神戸埠頭 唄２　先生さらば 串田、生徒役 鳴物：銅鑼、汽笛。串田独唱＋生徒役合唱
香取丸出帆の場 曲１　風と波に送られての曲 ブリッジ的。ジャズ風のアレンジ
3 神戸湾 動きのみ 曲１中か
4 志那　土匪の洞窟 科白
5 鳳成金邸 唄３　恐ろしかりし 侍女8人 １人の独唱＋合唱、侍女と童子の踊り
唄４　ロンロンロンだ 合唱 麻雀の踊り。唄は１フレーズのみ
6 黒幕 唄４？ 麻雀と童子の踊り
7 香取丸スモーキングルーム 科白
8 黒幕　仮装行列 曲２？ 仮装行列のダンス
9 印度セイロン島 唄５　花召せや 花賣合唱 花賣の踊り、佛像の踊り
カンディー佛牙寺前 科白
唄６　とこなつの國 合唱 仮面の舞
10 黒幕 唄７ 牧野 つれづれのままに長唄をうたうの指示
11 香取丸甲板　月夜 唄８　アーアーア 人魚、串田 それぞれの独唱、人魚と串田の舞
科白 科白中、人魚声のみでメロディー
12 黒幕　串田の夢 科白 花道使用
















場 情景 構成 歌い手 備考
1 プロローグ 唄１　〈パリゼット〉 合唱
科白
唄2　〈TAKARAZUKA> プロローグ
2 TAKARAZUKAの唄 唄2　〈TAKARAZUKA> プロローグ
フランス国旗の背景 科白






























































19 パリゼット 唄１　〈パリゼット〉 合唱
巴里の地図のカーテン前












場 情景 構成 歌い手 備考








3 ローズ・パリの歌 唄１　〈ローズ・パリ〉 合唱、ポール
子供の絵のカーテン前
















6 巴里 唄１　〈ローズ・パリ〉 合唱
巴里のオペラの廣場




8 愛の手紙 唄4　我が愛するは フロッシー
フロッシーの家の前 科白
9 愛の唄 唄9　きこゆる甘き歌は フロッシー、ポール、合唱
カーテン前 唄10　只一つの愛 ポール、フロッシー、合唱
10 小鳥の巣 唄11　鳥の巣 小鳥（一） 歌い終わりで鉄砲の音
11 小鳥 曲2　小鳥のタップダンス
12 愛の鳥 唄12　愛の小鳥よ 合唱
美しい森 唄9　きこゆる甘き歌は 合唱、フロッシー
唄10　只一つの愛 フロッシー、合唱

















































場面 曲 歌い手 プロット 備考
第一部 第一場 プロローグA（カーテン前） ♪序曲 幕開き a1のみ
「ごらんなさい　ごらんなさい」 コーラス
第二場 プロローグB 「青きドナウの岸辺」 アントワネット アントワネット登場
「愛あればこそ」 フェルゼン・アントワネット・オスカル オスカル、フェルゼン登場 2番のみ
♪踊り
第三場 プロローグC 「愛あればこそ」 フェルゼン・アントワネット フェルゼンとアントワネットが会う（架空） 1番のみ
「愛あればこそ」 コーラス Bのみ




第五場 夢の馬車 「夢の馬車」 少女アントワネット・コーラス アントワネットがフランスへ移動する道中
カーテン前 「青きドナウの岸辺」 アントワネット
第六場 ベルサイユ宮殿 ♪BGM「青きドナウの岸辺」 アントワネットとメルシー伯と昔話
♪転換 メルシー伯「いいえ、暴動ではございません。革命でございます」
第七場 王宮の廊下 「愛が欲しい」 フェルゼン フェルゼンの登場
（カーテン前） ♪BGM長セリフ アントワネットと別れろと忠告
「愛の巡礼」 オスカル フェルゼンへの恋心を歌う
第八場 宮殿 「オープランタン」 コーラス ベルサイユの若者たちの談笑
♪登場 オスカル登場
♪転換 オスカル「ブルボン王朝存続の危機が訪れようとしているのです」
第九場 カーテン前 ♪転換 アンドレ「オスカルのそばを離れはしない」
第十場 庭園A ♪BGM ルイ16世が国王の不自由を語る
第十一場 庭園B 「ばらのスーベニール」 フェルゼン・アントワネット フェルゼンとアントワネットの登場
♪BGM「ばらのスーベニール」 フェルゼンとアントワネットの密会
「愛あればこそ」 フェルゼン・アントワネット 2番のみ
第十二場 王宮の廊下（カーテン前） 「人は皆倖せに」 オスカル オスカル、民衆を守ることを決意
第十三場 王の部屋 ♪転換 アントワネット「国王様のためにも、子供たちのためにも」
第十四場 廊下（カーテン前） 「男の旅立ち」 フェルゼン フェルゼン、スウェーデンに帰る
第十五場 王宮の庭園 「俺達は陽気な近衛兵」 コーラス
♪登場 モンゼット公爵、陽気に登場 同じメロディー（長調）
♪登場 モンゼット公爵夫人登場 ↓（短調）
第十六場 カーテン 「白ばらのひと」 ジェローデル ジェローデル登場
♪BGM「心のひとオスカル」 アンドレ、オスカルへの思いを語る
「心のひとオスカル」 アンドレ
第十七場 オスカルの居間 ♪BGM「愛あればこそ」 愛の告白 AB＋ｂ
「愛あればこそ」 オスカル・アンドレ 1番のみ
♪転換「愛あればこそ」変奏 後奏的
第十八場 カーテン前 ♪転換 パリでの不穏な動き
第十九場 パリ市内 ♪ドラム音 オスカルが国王軍に剣を突きつける
「心のひとオスカル」変奏 アンドレ アンドレ撃たれる Aのみ歌、Bはトランペットによる変奏
♪BGM アンドレ死ぬ、オスカル戦いへ




第二十一場 王宮の廊下（カーテン前） ♪転換 王家の登場
第二十二場 宮殿大広間 ♪登場 王宮に市民が登場
♪BGM 王家がパリへ行くと宣言
♪BGM「青きドナウの岸辺」変奏 アントワネット「マリーアントワネットはフランスの女王なのですから」
第二部 第一場 プロローグ（カーテン前） ♪序曲「愛あればこそ」変奏 第二部幕開き a2の変奏
「肖像画」 コーラス アントワネットのその後を語る
第二場 ストックホルムの郊外 「スウェーデンの花祭り」 コーラス スウェーデンの花祭り
♪転換 フェルゼン、国王一家救出を決意
第三場 カーテン（オーストリア） ♪登場 フェルゼン登場
「ばらのスーベニール」 フェルゼン オーストリア国王にアントワネット救出を断られる
第四場 革命広場 「思い出して御覧（ジャンヌの唄）」 ジャンヌ・コーラス 貴族と王妃の死刑を求めて民衆が歌う
第五場 カーテン ♪BGM ベルナールが国王一家救出をロザリーに告げる
「ベルナールとロザリーの唄」 ベルナール・ロザリー 王妃として死ぬことが望みだと歌う
第六場 国境近く ♪転換（「駆けろペガサスのごとく」前奏一部） ルイ16世の処刑を知る
第七場 馬車 「駆けろペガサスのごとく」 フェルゼン 王妃だけでも助けようと馬車を走らせる




「愛あればこそ」 フェルゼン アントワネット断頭台へ 2番のみ
第九場 断頭台 「愛あればこそ」 コーラス ↓ １番のみ
フィナーレ 第十場 ロケット ♪「愛あればこそ」 Aのみ
♪「ばらのスーベニール」
♪ばらのロケット Bのメロディー使用
第十一場 薔薇のタンゴ ♪薔薇のタンゴ 8人の薔薇の男＋トップ
第十二場 薔薇の柩 「愛の柩」 ばらの歌手 アンドレ役が歌う
第十三場 ボレロ ♪「Artistry In Bolelo」 男女 フェルゼン役とオスカル役が踊る





舞台 曲 幕 場 舞台 曲




ポッセンホーフェン城 パパみたいに 2 ポッセンホーフェン宮殿前 パパみたいに
シュタルンベルク湖畔 ようこそ、みなさま 3 シュタルンベルク湖畔 ようこそ、みなさま
♪シシー転落 ♪シシー転落
冥界～シシィの部屋 エリザベート 4 シシーの部屋 ♪エリザベート
愛と死の輪舞① ―
パパみたいに パパみたいに
謁見の間 皇帝の義務 5 謁見の間 皇帝の義務
バート・イシュル 計画通り 6 バート・イシュル 計画通り
天と地の間 嵐も怖くない 7 ゴンドラ あなたが側にいれば
結婚式 不幸の始まり 8 結婚式 不幸の始まり




シシィの寝室 皇后の務め 10 シシィの寝室 皇后の務め
天空 私だけに 11 天と地の狭間 私だけに
愛と死の輪舞② ―
夫婦の絆 結婚一年目 12 結婚生活 結婚一年目
ハンガリー訪問 ♪エーアン 13 トートの馬車 ♪娘の死
闇が広がる 闇が広がる
ウィーンのカフェ 退屈しのぎ 14 カフェ 退屈しのぎ
♪ようこそみなさま変奏 ♪ようこそみなさま変奏




ウィーンの街頭 ミルク 16 ウィーンの街頭 ミルク
闇が広がる ―
鏡の間 皇后の務め 17 鏡の間 皇后の務め
私だけに 私だけに
キッチュ ― 2 1A キッチュ 不幸の始まり
キッチュ キッチュ
ブタペスト戴冠式 ♪不幸の始まり 1B ブタペスト ―
エーアン エーアン
ラビリンス ママ、どこにいるの？ 2 ラビリンス ママ、どこにいるの？
― ― 精神病院 ♪精神病院
― 魂の自由
ゾフィーのサロン ― 3 ゾフィーのサロン 結婚生活
皇后の勝利 皇后の勝利




運動の間 皇后の絶食 5 運動の間 ―
マラディ マラディ
最後のダンス 最後のダンス
安らぎのない年月 安らぎのない年月 6 安らぎのない年月 安らぎのない年月
精神病院 ♪精神病院 7 ― ―
魂の自由 ―
私だけに ―
ラビリンス 闇が広がる 8 トートの馬車 闇が広がる
独立運動 ハンガリー独立運動 9 皇帝執務室 皇帝の務め
― 民衆 Hass
― ― 別荘 パパみたいに
控えの間 僕はママの鏡だから 10 ヘルメス・ヴィラ 僕はママの鏡だから
鏡の間 ♪死の時のワルツ 11 鏡の間 ♪死の時のワルツ
葬儀 ルドルフどこなの 12 葬儀 ルドルフどこなの
エリザベート エリザベート
愛と死の輪舞③ ―
ウィーンの街角 キッチュ 13A ウィーンの街角 キッチュ
レマン湖畔 夜のボート 13B レマン湖畔 夜のボート
霊廟 最後の証言（プロローグ） 14 悪夢 プロローグ
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